
 

本当はさみしいのですよね 

みんな同じ 

一人じゃないと知っているのだけれど 

他の誰にもわかることはできない 

 

ここにいらっしゃい 

ここはとてもあたたかい 

 

悲しみで凍りついた心も 

重い荷物で疲れた体も 

全てを受け入れる 

 

そんなあなたらしいあなたを 

私らしい私を  

 

あたたかい飲みものを一杯飲んで 

 

きっと帰る頃には 

ほんのりあたたかくなっているから 

また歩いていけるはず  

 

 

ペンネーム お豆屋さん 

 


